
３感染性心内膜炎について正しいのはどれか。

ａ弁周囲膿傷は人工弁に比して自己弁に多く認められる。

ｂ感染性心内膜炎による心不全は進行性に増悪することは稀である。

ｃＡ群β溶血性レンサ球菌を起因菌とした感染性心内膜炎の病状進行は比較的緩徐である。

ｄ左心系の感染性心内膜炎における塞栓症のリスクは、洗腫の大きさや位置と無関係である。

ｅ自己弁における感染性心内膜炎では､大動脈弁の感染性心内膜炎が心不全の発症率が最も高い。

Ｆ
匙

６紅斑熱群リケッチア症でないのはどれか。

ａシベリアマダニチフス

ｂロッキー山紅斑熱

ｃウエストナイル熱

ｄ日本紅斑熱

ｅボタン 熱

閉塞性動脈硬化症にみられない所見はどれか。

ａ歩行時に下肢嬉痛、だるさ、脱力感が生じ、休息により改善するｃ

ｂ下肢嬉痛が出現するまでの歩行距離に再現性がある。

ｃ冷感、しびれ、I庭痛が片側性に認められる。

ｄ体位を変換すると下肢の姪痛が改善する。

ｅ下腿に潰傷や壊痕が認められる。

７第一度無月経の原因部位としてもっとも多いのはどれかＣ

ａ視床下部

ｂ下垂体前葉

ｃ下垂体後葉

ｄ子宮

ｅ卵巣

２高尿酸血症をきたさないのはどれかＣ

ａ糖原病Ｉ型

bF2nmni症候群

ｃ慢性骨髄性白血病

ｄサイアザイド内服

eLesch-Nyhan症候群

８１１度の肝性脳症と腹水を伴う肝硬変患者の治療として適切でないのはどれか。

ａ高蛋白食

ｂ利尿薬投与

ｃラクツロース投与

ｄ難吸収性抗生物質

ｅ分岐鎖アミノ酸製剤投与

雨ｒ
Ｇ
Ｌ

９心不全の症状としてみられない所見はどれか。

ａ食欲冗進

ｂ下腿浮腫

ｃ起座呼吸

ｄ尿量減少

ｅチアノーゼ

４マイコプラズマ肺炎について、正しいのはどれかＣ

ａ高齢者に多い。

ｂ咳蝋とともに熔疾を伴うことが多い。

ｃ末梢血中の白血球は増加することが多い。

ｄ寒冷凝集素価が上昇することが多い。

ｅセフェム系の抗菌薬が有効である。

１０著明な梢神症状、遷延性意識障害、中枢性低換気、唾箪発作、多彩な不随意運動などを特徴と

する若年女性に好発する自己免疫性脳炎に、最も合併しやすい腫傷はどれか｡

ａ肩平上皮癌

ｂ卵巣奇形種

ｃ小細胞 肺癌

ｄ浸潤性胸腺腫

ｅ悪性リンパ腫

５糖尿病の合併症について誤っているのはどれか。

ａ勝I光機能障害の原因となる。

ｂ末梢神経障害は両側性におこることが多い。

ｃアルブミン尿は心血管疾患発症のリスクとなる。

ｄ繰り返す無自覚低血糖は網膜症の進行に関与する。

ｅ血尿だけが続いたのちに急速に腎機能が低下することが多い。

－２０９－２－
－２０９－１－
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１５乳癌検診で石灰化を指摘されたマンモ

グラフイーの拡大像を示す。

最も考えられるのはどれか｡

ａ小葉癌

ｂ乳腺のう胞

ｃ充実線管癌

ｄ乳腺繊維腺腫

ｅ非浸潤性乳管癌

１１Hodgkinリンパ腫について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａリンパ球減少を認める。

bLanghans巨細胞が出現する。

ｃリンパ節腫大は有痛性であることが多い。

｡本邦では全悪性ﾘﾝバ腫の約３０%を占める｡

ｅ限局’性のものに対しても多剤併用抗がん化学療法が施行される。

マンモグラフィーの拡大像

I

閏

難
１２肺血栓塞栓症について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ胸痛は呼気時に増強する。

ｂＦＤＰは高値を示す。

ｃＡａＤＯ２は正常である。

ｄ呼吸性アルカローシスをきたす。

ｅ肺動脈模入圧は上昇する。

Ｆ
凶

１７成熟嚢胞性奇形肱について、誤っているのはどれか。

ａ好発年齢は２０－３０歳である。

ｂ両側発生の頻度は２０－３０％である。

ｃ良性卵巣腫傷の中で２０－３０％の頻度である。

ｄ血清SCCが高値をきたすことが２０－３０％ある。

ｅまれに脳炎を引き起こすことがある。

同I′･'故ｑ』

１６正しいのはどれか。

ａ２１番と１４番染色体のロバートソン型転座保因者にDown症児は生まれない。

ｂ母体の高齢妊娠は軟骨無形成症の発生増加のリスク要因となる。

ｃ先天性副腎皮質過形成はＸ染色体連鎖劣性遺伝病である。

ｄ常染色体均衡型相互転座保因者は反復流産を惹起しない。

ePrader-Willi症候群は低緊張を呈する。

１３甲状腺機能低下症にみられないのはどれか。

ａ徐脈

ｂ脱毛

ｃ低体温

．顔面浮腫

ｅ周期性四肢麻揮

－２０９－３－

１４全身性エリテマトーデスについて誤っているのはどれか。

ａリンパ球が減少する。

ｂ光線過敏症を認める。

ｃ血清補体価が低下する。

ｄ抗Ｓｍ抗体が陽’性となる。

ｅ関節の破壊を起こしやすい。

１８後縦靭帯骨化症について誤っているのはどれか。

ａ糖尿病を合併する人が多い。

ｂ痛風を合併する人が多い。

ｃ国の特定疾患である。

ｄ家族内の発生がある。

ｅ東南アジア人に多い。

－２０９－４－



自己愛性パーソナリティー障害

妄想性パーソナリティー障害一

Ｉ

２４圧迫性無気肺の原因として正しいのはどれか。

ａ気胸

ｂ粘液栓

ｃ肺線維 症

．気道異物

ｅ気管支内腫傷

１９パーソナリティー障害と特徴の組合せで誤りはどれか。

依存性パーソナリティー障害

境界性パーソナリティー障害

強迫性パーソナリティー障害

自分で決断できない

魔術的思考がみられる

規則に過剰にこだわる

他人から賞賛を得たがる

道理に合わない疑念を持つ

ａ
‐
，
Ｃ
ｄ
ｅ

２６巣状糸球体硬化症について正しいのはどれかＣ

ａ尿蛋白の選択性は低い。

ｂ血清IgGが高値である。

ｃ肉眼的血尿が認められる。

ｄ低補体血症が認められる。

ｅ副腎皮質ステロイド薬が著効する。

２０腸結核に特徴的な消化管病変はどれかＣ

ａ敷石像

ｂ縦走潰傷

ｃ輪状漬傷

ｄ栂指圧痕像

ｅ中毒性巨大結腸

－２０９－６－－２０９－５－

「

Ｆ
凶

２５先端巨大症の血液中で上昇するのはどれか。２つ選べ。

ａ’ノン

ｂカリウム

ｃナトリ ウム

．カルシ ウム

ｅソマトメジンＣ

２３骨髄線維症の末梢血所見で特徴的なのはどれか。

ａ環状鉄芽球

ｂ涙滴状赤血球

ｃ過分葉好中球

ｄ異型リンパ球

eHowell-Jolly小体

２１房室結節の伝導を冗進する薬物はどれか。

ａジゴキシン

ｂ アデノシン

ｃジルチアゼム

.ﾌﾟﾛフラノロール

ｅイソプロテレノール

２７食物依存性運動誘発アナフイラキシーについて誤っているのはどれか。

ａ男女差はない。

ｂ中高年にも見られる。

ｃ原因食物はイカが最も多い。

ｄ原因食物を摂取するだけでは症状が出現しない。

ｅ原因食物の摂取後３時間以内は激しい運動を控える。

２２Ｈｏｍｅr徴候を呈する疾患はどれか。２つ選べＣ

ａ 橋出血

bBell麻廊

ｃ延髄外側梗塞

ｄ内頚動脈閉塞症

ｅ内頚動脈-後交通動脈動脈掴

２８胃全摘後にきたしやすいのはどれか。２つ選べ。

ａペラグラ

ｂ高脂巾斥

ｃ門脈圧冗進症

ｄ巨赤芽球性貧血

ｅダンピング症候群



３５１３１１の環境汚染で問題となる疾患はどれか。

ａ喉頭癌

ｂ甲状腺癌

ｃ肺癌

ｄ胃癌

ｅ大腸癌

「Ｆ
座
、

血液検査で抗アセチルコリンレセプター抗体が３４５０歳の女性。健康診断で、異常を指摘された。血禰

陽性であった。胸部ＣＴを示す。

腫傷の特徴として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ合併疾患の一つに赤芽球癖がある。

ｂ治療として、化学療法が第一選択である。

ｃ術後に重症筋無力症を発症することはない。

ｄ臨床的に低悪性度の腫傷であることが多い。

ｅ低ガンマグロブリン血症を合併することはない。

２９新生児呼吸窮迫症候群に関して正しいのはどれか。

ａ早産児より正期産児で多い。

ｂ肺水吸収遅延が原因である。

ｃ胸部エックス線写真上に網状頚粒状陰影を呈する。

。マイクロバブルテストは児の尿検体を使用する。

ｅ肺サーファクタン卜は主にI型肺胞上皮細胞で生合成される。

３７１４歳の女子。低身長と初経の遅れを主訴に来院した。身長１３８ｍ，体重坐ｋｇｏ第二時性徴はみ

られず、翼状頚と外反肘とを認める。

この疾患で正しいのはどれか。

ａ手背、足背のリンパ性浮腫

ｂ染色体数は47本である

ｃ低ゴナドトロピン血症

ｄ高エストロケン血症

ｅ全前脳胞症

胸部ＣＴ３０常位胎盤早期剥離の誘因と考えられないのはどれかＣ

ａ外傷

ｂ 多１台

ｃ高血圧

ｄ外回転術

ｅ羊 水 過 少

《
Ｌ

３１誤っているのはどれか。

ａ塩素ガスは強い咽頭刺激作用がある。

ｂ一酸化炭素は中毒でチアノーゼを呈する。

ｃ硫化水素は職場の酸欠危険場所で測定が義務付けられている。

ｄ二酸化窒素は数時間の潜伏期の後に肺水腫を起こす。

ｅシアン化水素はチトクロームオキシダーゼ呼吸酵素を阻害する。

３６正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ社会恐怖は不安障害に含まれる。

ｂ解離性障害では思考奪取が起こる。

ｃ心気障害では世界没落体験を呈する。

ｄ転換性障害ではらせん状視野狭窄がみられる。

ｅパニック発作と広場恐怖の併発はまれである。

３２耳介奇形について正しいのはどれか。

ａ小耳症に聴覚障害は合併しない。

ｂ立ち耳とは耳輪の湾曲が不十分なために生じる。

ｃ組織不足が無くとも折れ耳の矯正治療は奏功しない。

ｄ埋没耳では耳介軟骨下部が側頭部皮下に埋没している。

ｅスタール耳とは対輪に第３脚が見られる耳介奇形である。

３３化膿性膝関節炎の関節液所見として誤っているのはどれか。

ａ血性

ｂ糖の低下

ｃ細菌培養陽性

ｄ外観が不透明

ｅ白血球数の上昇

３８市中肺炎の原因として最も考えにくいのはどれかｃ

ａＣﾙﾉ”zyaQp”αpsj”cf
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Ｆ
＆

４２６２歳の男性。５年前より高血圧と脂質代謝異常症を指摘されていたが放置していた。３日前よ

り昼間の労作時に冷汗を伴う胸部圧迫感が出現するようになり、数分の休息により軽快していた。

本日午前９時半頃、自宅の庭掃除中に同様の症状が出現し、安静にしても症状が持続するため当

院救急外来を受診した。来院時の心電図と、引き続き行われた緊急処置で得られた検体を以下に

示す。

正しいのはどれか。

ａ再発予防にアスピリンが有用である。

ｂ検体は左心室内腔に形成されたものである。

ｃ検体は全身麻酔下に摘出されたものである。

ｄ今後恒久的ペースメーカーの植え込み術が必要である。

ｃ左冠動脈前下行枝に形成された動脈硬化性粥腫の破綻が原因である。

３９感染者の発生が主に北海道で､虫卵の経口摂取で感染し､肝臓や脳に嚢腫を形成するのはどれか。

ａ無釣条虫

ｂ多 包 条 虫

ｃ有釣条虫

ｄ広節裂頭条虫

ｅマンソン裂頭条虫

４０７歳の男児。３日前からの発熱と、頚部に腫脹があり受診した。触診すると、耳介下と下顎部の

間に大きさ２×３ｃｍ大のリンパ節が両側にあり、圧痛がある。体温385度、咽頭発赤や馬桃腺腫

大なし。胸部、腹部には異常なし。左の上腕部に一週間以上前から３ｃｍぐらいの傷があり、赤く

はれている。飼い猫を抱いて遊んだ後から気づいたという。

予想される疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ犬からは感染しない。

ｂ抗菌薬療法が奏功する。

ｃ三種混合ワクチンで予防できる。

ｄ肝臓に膿傷性病変が見られることがある。

ｅリンパ節組織病理所見では壊死性変化を示す。
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闇４１６０歳の男性。半年前からある手荒れが治らないことを主訴に来院した。皮疹は右手のみで左手

にはない。右手の写真を図ｌに、苛性カリ〈KOH〉直接検鏡法の写真を図２に示す。

この患者の診察について正しいのはどれか。

ａ金属アレルギーの有無について問診する。

ｂ腎障害の有無を問診する。

ｃ足病変の有無を確認する。

ｄ馬桃肥大の有無を確認する。

ｅ表在リンパ節の腫大の有無を確認する。
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４５３０歳の女性。２週前より排尿時痛があったが放置していた。３日前より３８～39℃の発熱を認め市

販の解熱剤で様子をみていたが症状に改善がないため受診した。身長158ｃｍ、体重４５ｋｇ･体温

３８５℃･脈拍82/分、整。血圧102/６０mmHg・左側腹部に圧痛、左肋骨脊椎角に叩打痛を認める。

尿所見：蛋白l+、潜血2+、沈澄：白血球＞100/1視野、赤血球20～29/l視野。血液所見：赤血球

426万、Ｈｂ１３．１９/dj、白血球9,780、血小板15.5万．血液生化学所見：尿素窒素１８ｍｇ/ｄｊ、クレア

チニン０．６ｍｇ/djo免疫学所見：ＣＲＰ１３３３ｍｇ/djo

診断はどれか｡

ａ急性l革炎

ｂ腸腰筋膿傷

ｃ急性腎孟腎炎

ｄ腹部大動脈解離

ｅ卵巣蕊腫茎捻転

４３３０歳の女性。２週間前に感冒に催患し、以後、早朝に咳蝋と瑞鳴を認めるために受診した。胸

部聴診所見には異常は認めない。胸部エックス線検査では異常所見なし。呼吸機能検査では下記

の通りであった。

肺活量：3,480ｍｊ、肺活量予測値：３，４００，J、努力肺活量：3,350ｍ/、１秒量：2,100ｍｊ。

１秒量予測値：21630ｍZ、％ＤＬｃｏ：８５％・気管支拡張薬吸入後の１秒量：2,500ｍｊ。

本症例について認められるのはどれか。

ａ拡散障害

ｂ 肺胞低換気

ｃ拘束性換気障害

ｄ気道可逆性あり

ｅ気道過敏性の冗進

４４３２歳の男性。父は35歳で心筋梗塞で死亡している。

ジョギング中に胸が締め付けられるような痛みを感じたため来院した。

喫煙歴なし。飲酒はビール350ｍ〃日。

身長１６８ｃｍ、体重６０ｋｇ、血圧１１８／７０ｍｍＨｇ、眼臓に黄色腫あり。

アキレス腿の肥厚を認める。

空腹時血糖９８ｍｇ/dZ､尿酸6.0ｍｇ/dﾉ､ＢＵＮ１７ｍｇ/ｄｊ､クレアチニン１．０ｍｇ/dj､Nal40mEq/Z、

Ｋ４．０mEq//、ＣｌｌＯＯｍＥｑ〃、総コレステロール３２２ｍｇ/dﾉ、ＨＤＬコレステロール３２ｍｇ/dj、

ＬＤＬコレステロール２６５ｍｇ/dj，中性脂肪１２４ｍｇ/dJo

本症例の治療で適切なのはどれか。

ａ禁酒

ｂ 蛋白制限食

ｃ有酸素運動

ｄフイブラート系薬投与

ｅＨＭＧ－ＣｏＡ還元酵素阻害薬投与

４６１４歳の女子。低身長と初潮の遅れとを主訴に母親に伴われて来院した。身長１４０ｃｍ(－３，OSD)、

体重45.0kgoTanner分類で乳房１度、陰毛もみとめない。翼状頚、外反肘を認める。新生児期に

動脈管開存と足背浮腫を指摘されたことがある。

この疾患で間違っているのはどれか。

ａ卵巣機能不全を伴う。

ｂ’性染色体異常症である。

ｃ血中ＦＳＨは低値を示す。

ｄ知能は正常であることが多い。

ｅ大動脈縮窄症の合併頻度が高い。

－２０９－１２－－２０９－１１－
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４８５０歳の女性。顔面、背部、手指の皮疹を主訴に来院した。ｌか月前より倦怠感、上腕や大腿の

筋肉痛を自覚していた。同時期より顔面に皮疹が出現し、その後、背部と両手指に皮疹が出現し

たため受診した。顔面、背部、右手指の写真を示す。

この患者で注意すべき合併症はどれか。

４７２６歳の男'性。２２歳時より、視界のどこかにピカッと光るものが一瞬見えることが時々あったが、

気にしていなかった。２５歳時よりピカッと光るものが一瞬見える頻度が増えてほぼ毎日見えるよ

うになり、火の玉のようなものが視界を左から右へ横切ることも数日に一度あるため、眼科診療

所を受診したが、視力・視野・眼底に異常は指摘されず、精神科病院を紹介された。精神科病院

を初診した際の脳波を示す（図中のＬ字形のスケールは、縦が50マイクロボルト、横が１秒間を

示す)。

転
凶

－２０９－１３－

ａ中枢神経障害

ｂ呼吸機能障害

ｃ心機能障害

ｄ腎機能 障害

ｅ末梢神経障害

》

一
左後頭部

右後頭部

臨床写真

-209-ﾕ４－

、

脳波

一〆、
守

脳波に現れているのはどれか。

ａ疎 波

ｂ急速眼球運動

ｃ脳電気的無活動

ｄ周期'性同期性放電

ｅヒプサリズミア（ヒプスアリズミア）
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５０６８歳の女性。１週前から左大腿部の痩痛、腫脹を自覚するようになった。今朝、排便後に突然

呼吸困難が出現し､安静にしていたが症状が改善しないため､当院の救急外来を受診した。受診時、

意識は清明であったが呼吸困難のため会話は途切れ途切れであった｡体温36.4℃､脈拍数98回/分、

呼吸数２８回/分、血圧１０２/７８mmHg，動脈血液ガス分析（室内気吸入下）ｐＨ7.483、PaCO225,４

４９３３歳の女性。２年前から労作時に息切れを自覚するようになった。下腿浮腫と全身倦怠感が出

現し、呼吸困難が増強した。来院時の心電図と心エコー図を示す。

来院時の所見はどれか。

ａドプラ心エコー図での推定による三尖弁逆流圧較差ｌ２ｍｍＨｇ

ｂ肺動脈圧２４/８（平均１６)ｍｍＨｇ

ｃ血中ＢＮＰ濃度８２ｐｇ/ｍｊ

ｄ中心静脈圧５ｍｍＨｇ

ｅ頚静脈怒張

Torr、PaO246､OTorr、ＨＣＯ５１８６ｍｍｏｌ/Z、ＢＥ-3.0,mol/j、胸部造影ＣＴを示す。

この疾患で正しいのはどれか。

ａ本邦では男性に多い。

ｂ診断には経気管支肺生検が有用である。

ｃ肺換気シンチグラフイーで欠損像を示す。

ｄ手術後の早期離床は本疾患の危険因子となる。

ｅ心臓超音波検査は重症度の判定にも有用である。
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５２４５歳の女性。４０歳時に関節リウマチと診断され薬剤治療を行っている。１年前より蛋白尿を認

めるようになり、最近になり下腿に浮腫を認めるようになった。血圧１０５/７５ｍｍＨｇ･尿所見：蛋

白尿３．２９/日、潜血（－)。血液生化学所見：アルブミン２８９/d/、尿素窒素9.7ｍｇ/d/、クレアチ

ニン０，５ｍｇ/djo本例の光顕所見（腎生検PAM染色所見と蛍光抗体法IgG染色所見）を示す。

３５歳の女性。体重増加を主訴に来院した。

現病歴：大学入学時の健康診断では身長158ｃｍ、体重５２ｋｇであった。入学後は勉学と部活動

に勤しむ日々を過ごしていた。卒業時の体重は入学時と変わりなかったが、外資系企業

に就職後、生活が不規則になり徐々に体重が増加した。２８歳で結婚した時の体重は５８

ｋｇであった。３０歳時に妊娠し、妊娠中の体重増加は１５ｋｇであった。その後も家事や

育児に追われる毎日であり、体重は７８ｋｇまで増加した。初潮は１２歳で、月経周期は

規則的である。

既往歴、家族歴：特記すべきことはない。

受診時身体診察：意識清明。身長158ｃｍ、体重７８ｋｇ・体温36.4℃･脈拍72/分、整。血圧

１１２/６８ｍｍＨｇ・胸腹部に異常所見を認めない。多毛なし。

検査所見：尿所見:糖(一)､蛋白（一)､潜血(一)。血液所見:空腹時血糖１０２ｍｇ/ｄｊ､ＨｂＡ１ｃ５､６％、

総蛋白７，２９/d/、アルブミン４．０９/dﾉ、尿素窒素16.2ｍｇ/ｄｊ、クレアチニン０７２

ｍｇ/d/、Ｎａｌ３８ｍＥｑ/J、Ｋ４．２mEq/Z，ＴＳＨ１８６βU/ｍＺ（基準03～4.0)、ＦＴ４１２

ｎｇ/dJ(基準1.0～1.8)､ACTＨ42.5ｐｇ/ｍﾉ(基準7.2～63.3)､コルチゾール138蝿/dZ(基

準4.0～183)◎少量デキサメサゾン抑制試験ではコルチゾールの抑制あり。

診断はどれか。

ａ単純性肥満

bCushing症候群

ｃ甲状腺機能低下症

ｄ多嚢胞性卵巣症候群

ePrader-Wiili症候群

5１

』

？．。、

魚

Ｆ
凶

■

－２０９－１８－－２０９－１７－
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腎生検ＰＡＭ染色所見 蛍光抗体法IgG染色所見

原因となる薬剤はどれか。

ａブシラミン

ｂメトト レ キ サ ー ト

ｃ副腎皮質ステロイド薬

．サラゾスルファピリジン

ｅ非ステロイド系消炎鎮痛薬
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５５３２歳の女性。未経妊。月経痛と３年間の不妊とを主訴に来院した。基礎体温は２相性で、卵管

の通過性と性交後試験とに異常を認めない｡夫の粘液所見は正常｡内診で右卵巣が静卵大に腫大し、

可動性不良である。直腸診でDouglas嵩に硬結と圧痛とを認める。超音波検査で右付属器部に径

８ｃｍ、内容がびまん性点状高輝度の嚢胞を認める。血清ＣＡｌ２５１２８Ｕ/ｍ／（基準35以下)、ＣＡ

１９－９１０Ｕ/ｍノ（基準３７以下)。経睦的超音波断層検査所見、骨盤部単純MRIのＴ２強調像を示す。

５３５２歳の女性。上腹部痛を主訴に近医を受診した。腹部超音波検査で胆道系の異常を指摘され来

院した。ＥRCPを示す。腹部は平坦で腫癌は触知しない。血液所見：赤血球380万、Ｈｂｌ２５ｇ/dﾉ、

白血球5,000、血小板25.5万。血液生化学所見：総ビリルビン０８ｍｇ/ｄｊ、ＡＳＴ２５１Ｕ/j，ＡＬＴ１８

１U/ﾉ、アミラーゼ701U〃（基準37～160)、ＣＡ１９９４．０Ｕ/ｍノ（基準37以下)．ERCP時に採取し

た胆汁中アミラーゼ56,0441U〃であった。

適切な手術法はどれか。

ａ陣空腸吻合術

ｂ陣頭十二指腸切除術

ｃ経皮経肝胆道ドレナージ術

ｄ胆進・胆管切除、胆道再建術

ｅ総胆管切開、Ｔチューブドレナージ術

J￥

治療として最も適切なのはどれか。

ａクロミフェン療法

ｂゴナドトロピン療法

ｃブロモクリフ･チン療法

ｄ体外受精・庇移植

ｅ腹腔鏡下卵巣獲胞摘出術

１
１

－
１

５４１０歳の男児。６日前からの３８～39℃の発熱と咽頭痛を認めた。３日前に近医を受診し抗菌薬を

投与されたところ体幹に皮疹の出現を認め来院した。体温38.5℃、咽頭は発赤し、馬桃は腫大し

白苔の付着を認める。両側頚部に２３ｃｍ大のリンパ節を数個触知する。右肋骨弓下に肝を２ｃｍ、

左肋骨弓下に牌を２ｃｍ触知する。血液所見：赤血球４５０万、Ｈｂｌ１．６９/dZ，Ｈt４３％、白血球

12,000（禅状核好中球３％、分葉核好中球１７％、単球５％、リンパ球５５％、異型リンパ球２１

％)、血小板２１万。血液生化学所見：総ビリルビン０．８ｍｇ/dZ、ＡＳＴｌ３０１Ｕ/Z、ＡＬＴ２２０１Ｕ/ﾉ、

LD480IU〃(基準176～353）。ＣＲＰ１．８ｍｇ/djo

この患者で最も考えられる疾患は次のうちどれか。

ａアデノウィルス感染症

ｂ川崎病

ｃ伝染性単核症

ｄＡ群レンサ球菌感染症

ｅ急性リンパ性白血病

＝－－~ー
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経睦的超音波断層検査所見
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骨盤部単純MRIのＴ２強調像
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５８２３歳の女性。メロンを食べて２０分後、口腔の違和感、口唇の浮腫と全身の掻捧感が出現したた

め、救急外来を受診した。

同様の症状を来しやすいのはどれか。２つ選べ。

ａ ス ギ

ｂリンゴ

ｃカモガヤ

．シラカバ

ｅ セ イ タカアワダチソウ

５６７歳の男児。３歳の頃から落ち着きのなさが目立つようになった。４，５歳の頃、すぐ迷子にな

るため親は目が離せなかった。小学校に入学したところ、友達はできたが、授業中に着席できず、

担任の話を集中して聴けず､忘れ物が目立った。自宅でも同様で､食事や宿題に取り組む時にもじっ

としていられないため、病院を受診した。知能検査では正常範囲の知的能力であった。

この障害について正しいのはどれか。

ａ男児に多い。

ｂてんかんを合併する。

ｃ興味のかたよりがみられる。

ｄ中枢神経刺激薬で症状が悪化する。

ｅ社会的相互作用の質的障害がみられる。 ５９２０歳の男性。１週前から両眼が充血し、眼脂が多いことを主訴に来院した。左眼の下眼唯の写

真を示す。

考えられるのはどれか。

ａアレルギー性結膜炎

ｂウイルス性結膜炎

ｃクラミジア結膜炎

ｄ細菌性結膜炎

ｅ真菌性結膜炎

左眼の下眼瞭の写真

Ⅲ

塾:剣‘５７６０歳の女性。生来健康。全身の皮疹を主訴に来院した。３か月前から、特に誘因なく全身に捧

みを伴う紅斑と水庖が多発するようになった。体幹と四肢に紅斑と水庖を認めるが、粘膜疹は認

めない。皮膚生検の病理組織では表皮下水庖を認めた。さらに、凍結生検皮膚を用いた蛍光抗体

直接法では表皮基底膜部にIgGとＣ３の線状沈着、１Ｍ食塩水処理正常皮膚を用いた蛍光抗体間接

法では表皮側にIgGの沈着を認めた。体幹および左上腕の写真を示す。

この疾患に対する適切な治療はどれか。２つ選べ。

ａアシクロビルの点滴静注

■
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ｂアシクロビル軟膏の塗布

ｃ抗菌薬の点滴静･注

ｄ副腎皮質ステロイド薬の内服

ｅシクロスポリンの内服
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６１１７歳の女子。繰り返す失神発作を主訴に来院した。失神は驚惜や興奮によって誘発されるこ

とが多く、発作時は崩れるように倒れる。数秒から数十秒で意識を回復し、直ちに会話や歩行が

可能である。母方の親族に２名突然死の家族歴がある。来院時、意識清明、脈拍60／分、整。血

圧１０２/６２ｍｍＨｇ・心音呼吸音正常。下腿浮腫なし。立位負荷（１０分間立位）では血圧は９６～

116/-mmHgに保たれ、失ﾈ''1は誘発されなかった。来院時に記録された１２誘導心電図を示す。

４５歳の女性。人間ドックで肝機能障害を指摘され来院した。自覚症状はない。身長１５３ｃｍ、体

重５１ｋｇ◎血液生化学所見：総蛋白８．２９/ｄｊ、トリグリセリド１２８ｍｇ/dj，ＡＳＴ９０ｍ/Z、ALT

lO51U/Z、ＡＬＰ３２４ＩＵ〃（基準115~359)、γ-GTP401U/ノ（基準8～50)、ＩｇＡ３４０ｍｇ/dｊ（基準

１１０～410)、ＩｇＧ1,650ｍｇ/dｊ（基準960～1,960)、ＩｇＭ３２５ｍｇ/d（基準65～350)。免疫学所見：

HBS抗原陰性､HCV抗体陽性､抗核抗体陰性｡肝生検組織標本を示す｡

肝生検組織標本に認められる所見はどれか。
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ａ偽小葉形成

ｂ中心静脈の肥厚

ｃ小葉間胆管の破壊
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本症例の失神予防に有用な治療はどれか。

ａアスピ リン

ｂプロプラノロール

ｃブロカインアミド

．ジフェニルヒダントイン

ｅ恒久的ペースメーカ植え込み

１２誘導心電図

－２０９－２３－
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６２７６歳の男性。右利き。心房細動を指摘されているが治療はしていなかった。昨夜、就寝時は異

常はなかったが、昼になっても起床してこないため、家族が見に行ったところ、左片麻仰と意識

障害を認めたため救急搬送された。

緊急頭部ＣＴを示す。

Ｉ

ｋ

来し得る神経症候を２つ選べ。

ａ左右失認

ｂ病 態 失 認

ｃ運動失語

ｄ観念運動失行

ｅ半側視空間失認

（

緊急頭部ＣＴ

－２０９－２５－

『

６３７０歳の男性。６か月前から徐々に進行する息切れとのため来院した。脈拍120/分、坐。血圧

130/７２mmHg・四肢に数個の小さな紫斑を認める。頚部リンパ節腫大はない。眼臓結膜は貧血様

であるが、眼球結膜に黄染はない。胸部所見に異常はなく、腹部は平坦、軟で肝･牌を触知しない。

血液所見：赤血球２０１万、Ｈｂ６８ｇ/dZ、Ｈt２１２％、白血球1,800、血小板４．０万。血液生化学所

見：総蛋白６．５９/dj、総ピリルビン１．０ｍｇ/dj，ＡＳＴ４５１Ｕ//、ＡＬＴ３０１Ｕ/ｊ、ＬＤＨ

470ｍ〃（基準176～353)。骨髄血塗抹所見（図１：メイ・ギムザ染色、図２:鉄染色）

を示す。

本疾患について正しいのはどれか。

ａ髄外造血をおこす。

ｂ血清ビタミンＢ１２は低値を示す。

ｃ８０％以上が骨髄繊維症に発展する。

ｄ細胞の異型性はリンパ球にも及ぶ。

ｅ骨髄細胞の染色体異常は予後を反映する。

､8９ Ｂ

｡

■

図１骨髄血塗抹所見：メイ・ギムザ染色 図２骨賄巾塗抹所見：鉄染色

－２０９－２６－
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６６３０歳の女'性。生来健康で健診でも異常を言われなかった｡6年前から高血圧を指摘されていたが、

健診の都度に悪化が認められるため受診した。

現症；身長160ｃｍ､体重４８ｋｇ･意識清明｡脈拍７２/分､整｡血圧170/110ｍｍＨｇ･甲状腺腫大なし。

胸部；心音純、肺野清、腹部；膳部よりやや左側に血管雑音聴取。その他異常なし。尿所

見；蛋白（一)、血尿（－)、糖（一)、沈置異常なし。

血液生化学；尿素窒素１４ｍｇ/dj，クレアチニン０．７ｍｇ/dﾉ、Ｎａｌ４１ｍＥｑ〃、Ｋ３．２mEq/ﾉ、Cl

lO5mEq"､腹部超音波検査:晋サイズ測定にて左腎9cm,右腎１２cm･

予測されるのはどれか。

ａ甲状腺刺激ホルモン高値

ｂ血築レーン活性高値

ｃアルドステロン低値

．プロラ クチン高値

ｅコルチゾール低値

６４３８歳の女性。眼科にてぶどう膜炎と診断され、胸部エックス線検査を受けたところ異常を指摘

された。咳蹴、略疾は認めない。喫煙歴はない。胸部エックス線写真を示す。

診断の確定に有用な検査を２つ選べ。

ａ胸部造影ＣＴ

ｂ心臓超音波検査

ｃ気管支肺胞洗浄

．超音波気管支鏡下リンパ節生検

ｅポジトロンエミッション断層撮影（PET）

胸部エックス線写真

６７３０歳の男性。４か月前から仕事のミスをよく指摘され、気分が落ちこむことが多かった。２か月

前より、全身倦怠感と水様性下痢を自覚した。近医の精神科を受診し、脳内占拠性病変を指摘さ

れ当院に紹介された。受診時の頭部MRI所見（FLAIR画像）を以下に示す。血液検査にて、麺Ｖ

抗体スクリーニング検査で陽性。ウエスタン､プロット法による確認検査でも陽性であった。また、

β-,-グルカン陰性､クリプトコッカス抗原陰性であった。開頭腫傷生検術の結果､悪’性リンパ腫(び

まん性大細胞型Ｂ細胞リンパ腫）と診断された。

正しいのはどれか。

ａ後天性免疫不全症候群（AIDS）ではない。

ｂ４類感染症としてただちに保健所に届出を行う。

Ｆ
４

頭部MRI所見（FLAIR画像）

－２０９－２７－ －２０９－２８－

ｃ悪'性リンパ腫はＥＢウイルスと高い関連性

がある。

ｄＨＩＶ感染症のために放射線治療を行うこと

ができない。

ｅ悪性リンパ腫の治療寛解後に抗レトロウイ

ルス療法を行う。

６５２８歳の女性。無月経と乳汁分泌を主訴に来院した。初経12歳。これまで妊娠分娩歴はない。身

長１５８ｃｍ、体重47ｋｇ・体温36.4℃、脈拍76/分、坐。血圧98/５４ｍｍＨｇ・貧血なし。黄恒なし。

甲状腺腫大は認めない。内分泌検査所見：ＴＳＨＯ､９７皿U/ｍｊ（基準0.50～5.00)、遊離トリヨード

サイロニン３，２５ｐｇ/ｍＺ（基準2.30～4.30)、遊離サイロキシン１０８ｎｇ/ｍＺ（基準0.90～1.70)、プロ

ラクチン175ｍｇ/ｍノ（基準4.91～29.32)。尿中hCG≦０．７ｍｍ/ｍノ（基準0.7以下)。

本症例にまず行うべきことはどれか。

ａ内服薬の確認

ｂ頭部MRI撮影

ｃゲスターゲン試,験

ｄ甲状腺超音波検査

ｅ′性交渉の時期の確認
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７０３２歳の０経妊０経産婦。妊娠36週５日、骨盤位。３１週頃より腹部緊満感を認め、塩酸リトド

リンの内服をおこないながら、自宅で安静にしていた。少量の出血があったため、受診した。胎

児心拍数陣痛図で５分間隔の規則的な陣痛を認めた。心拍数基線はｌ５０ｂｐｍ，基線細変動は１０～

ｌ５ｂｐｍで、一過性徐脈は出現していない。内診所見で、先進部：足、station：±０、子宮口：５

ｃｍ開大、胎胞を触知、羊水の流出はなかった。血液所見：白血球10,800、ヘモグロビン１０９９／

ｄｊ、血小板２１万、プロトロンビン時間11.5秒（正常値：11.0-14.0秒)、Ｄ－ダイマー８．３姥/dｊ（非

妊婦正常値く1.0幅/ｍＤ。直ちに帝王切開術を行った。術中経過は問題なかったが、術後１日目、

左下肢の排腹部嬉痛と下腿浮腫を訴えた。胸痛はなく、脈拍６４／分、血圧110/68mmHgである。

まず、行う検査は何か。

ａ血液検査

ｂ造影ＣＴ撮影

ｃ血液ガス分析

ｄ心臓循環超音波

ｅ下肢静脈超音波検査

６８６９歳の女性。検診の上部内視鏡検査で異常を指摘され来院した。

血液所見：赤血球４１０万、Ｈｂ１３．１９/dj、白血球4,900、血小板２４．５万。

免疫学所見：CRP＜０．１ｍｇ/dj、ＣＥＡ３５ｎｇ/ｍノ（基準５以下)。

上部消化管造影写真を示す。

最も考えられるのはどれかＣ

ａ胃癌

ｂ胃憩室

ｃ胃ポリープ

ｄ胃巨大雛髪症

ｅ胃粘膜下腫傷
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７１３５歳の男性。３０℃を超す晴れた日中に道路建設作業に従事していた。発汗が著しかったために

大量の水を摂取したところ、上肢及び下肢に痛みを伴う厘箪を呈した。

この患者に見られる症候として可能性が高いものはどれか。

ａ 頻 脈

ｂ体温の上昇

ｃ皮盾温の上昇

ｄ呼吸数の増加

ｅ意識レベルの低下

－２０９－２９－

上部消化管造影写真

６９１歳６か月の男児。１週前から３８～39℃の発熱が続いている。４日前から全身に紅斑が出現した。

近医で感染症を疑われセフェム系抗菌薬を処方されたが症状の改善は見られなかった。昨日より

両手掌の紅潮と浮腫を認めるようになった。来院時には眼球結膜の充血を認めたが眼脂はなく、

口唇の紅潮・毎舌を認めた。診察にて頚部に径１ｃｍ程度のリンパ節を数個触知した。胸部聴診所

見は異常を認めなかった。

この疾患の合併症はどれか。

ａ亜急性硬化性全脳炎

ｂ血小板減少性紫斑病

ｃギランバレー症候群

ｄ急性糸球体腎炎

ｅ冠動脈癌

－２０９－３０－
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７５４０歳の女性。喫煙歴はなし。健康診断で、異常を指摘された。胸部ＣＴ検査で、「肺癌疑い」の

診断となり、精査目的に来院。

７２２５歳の男'性。Ｌ５／Ｓｌの外側型腰椎椎間板ヘルニアの診断で治療を受けていたが筋力低下が出

現してきた。

障害されると考えられる動作はどれか。

ａ 股関節屈曲

ｂ股関節内転

ｃ 膝関節伸展

ｄ足関節背屈

ｅ足関節底屈

腫癌はどれか。

ａ①

ｂ②

ｃ③

ｄ④

ｅ⑤

胸部ＣＴ所見で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ椎体浸潤が疑われる。

ｂ転移性肺腫傷が疑われる。

ｃ病変は、右上葉に存在する。

。病変は、右S４（区域）に存在する。

ｅスリガラス様の結節影は、腺癌に多い所見である。 胸部ＣＴ

７６１歳の男児。単心室と診断され、ｌか月、３か月、１歳６か月時に計３回の心臓手術を受けた。

歳時のカテーテル造影を示す。

正しいのはどれか。

ａ肺血管拡張薬は循環動態を悪化させるため使用しない。

ｂ３か月時に行われたのは肺動脈絞掘術である。

７３３２歳の男性。自動車運転中に対向車と正面衝突し搬入された。意識は清明。呼吸数２０／分。脈

拍１２６／分。血圧１１６/６８ｍｍＨｇ･前胸部に打撲痕あり自発痛を訴えていた。来院時の１２誘導心電

図では異常を認めなかったが、血液検査でトロポニン値の高値を認めた。

次に行う処置として最も適切なのはどれか。

ａ大量輪液

ｂ経皮的冠動脈形成術

ｃ一時的ペースメーカ留置

ｄ中心静脈カテーテル挿入

ｅ持続的心電図モニタリング

←ﾆﾆ④､‐且

蕊;；

ｃ上大静脈圧と右房圧は等しい。

ｄ下大静脈圧と右房圧は等しい。

ｅ下大静脈圧と肺動脈圧は等しいｃ

アヘや Ｌ
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７４３３歳の男性｡数年前からいびきがひどくなり､耳鼻科を受診｡顔貌変化､手足の肥大も認めたため、

頭部１VⅡRIを行った。造影１Ｖ皿の画像を示す。
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カテーテル造影

造影ＭＲｌ



８０４６歳の女性。午後になると眼痛と頭重感が続くことを主訴に来院した。仕事で書類を多く読む。

眼位と眼球運動とに異常はない。視力は右1.2（矯正不能)、左１．０（1.2×＋0.50,)。眼圧は右ｌ６

ｍｍＨｇ、左ｌ６ｍｍＨｇｏ両眼底に異常を認めない。

次に行うべき検査はどれか。２つ選べ。

ａ仮性同色表検査

b近点距離測定

ｃ涙液分泌検査

ｄ角膜知覚検査

ｅ頭部単純ＣＴ

Ｆ
凶

７７４２歳の女性。生来健康。高校卒業後３年間事務職に就き、結婚後専業主婦となった。

ｌか月程前、耳の前に３ｍｍ径程のしこりのようなものがあることに気がついた。その後大きく

はなっていないが､違和感があり、また「癌ではないか」と気になり､近医を受診し調べてもらった。

「異常なものではない」と言われ、ひとまずは安心したが、帰宅してから再び心配になった。後日

紹介してもらい総合病院を受診し､検査したが異常は指摘されなかった｡それでも不安なため､｢もっ

と精密な検査をしてください｡」と言ったという。さらに２箇所の医療機関を受診したが同様の結

果であった。この経過で問題がないかどうかを聞きたいと来院した。

考えられる疾患はどれか。

ａ心気障害

ｂ転換性障害

ｃ身体化障害

ｄ全般性不安障害

ｅ身体表現‘性自律神経機能不全

７９５０歳の男性。２か月前に右舌縁にひりひりした感じが出現し、次第に増強したため来院した。

舌の右辺縁部に周囲の硬結を伴う隆起性病変を認め、同部の擦過細胞診はＣ,ａｓｓＶであった。舌の

写真を示す。

頚部の触診で最も注意すべき部位はどれか。
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舌の写真７８５５歳の女性。両下腿の痩痛を伴う皮疹を主訴に来院した。１週間前から皮下硬結を伴う紅斑が

両下腿に多発し、皮疹に一致して圧痛を認めていた。潰傷は認めなかった。左下腿の写真を下に

示す。皮膚生検の病理組織像では、皮下脂肪組織の葉間結合織にリンパ球と好中球を混じた炎症

性細胞浸潤と小血管壁の炎症性細胞浸潤を認めた。

－２０９－３４－
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検査として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ便潜血検査

ｂプリックテスト

ｃ徒手筋力テスト

ｄ最小紅斑量試験

ｅ ツ ベ ル ク リ ン 反 応

ド

ド
Ｉ１

Ｌ

左下腿の写真

－２０９－３３－


